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3 結語
1 住民意識調査の目的
(1)調査研究の目的 ･
筆者たちが1993年12月に山形県A町で実施した調査では､地域住民の
国際結婚や外国人妻に対する意識は､外国人妻との社会的｡心理的な距
離とどうかかわるのか､またどう変化してきたかについて考察した(1)0
今回の調査ではこれまでの視点に加えて､その意識変化は何に起因する さ
のかを明らかにしようとした｡国際交流や一般的な人権問題については､
前回同様の質問項目をもうけ､他の地域との比較 ｡経年変化を見ていく
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ための基礎資料とした｡
なお､ここでは ｢外国人妻｣という言葉を､｢日系人｣や ｢すでに日
本国籍を取得している者｣も含め､｢日本語以外の言葉を第一言語とす
る者で､『日本人(2)』を配偶者に持つ者｣の意で用いる｡実際の調査で
は一般に使用されることが多い ｢外国からの花嫁｣を用いたく3)0
(2)調査の概要
本調査は､1990年から外国人妻を迎えている山形県最上地方の戸沢村
でおこなった｡村役場を通じて1994年11月中旬に400通の調査票を配布
し､12月中旬までに157票 (有効票156票)を回収した｡この調査では､
今後の研究の基礎資料を得ることを重視し､複雑な分析は避け簡単な集
計を中心に分析を試みた｡これまでの調査の結果から､最終的に用いた
変数は43である｡
(.3)調査対象者の概要
戸沢村は山形県北部の最上地方に位置し､農業を中心とした産業振興
を基本施策としている人口約7,000人 (男3,400人､女3,600人､1994年
6月現在)の農村地帯である｡
最上地方では ｢嫁不足｣に悩む農村後継者対策の一環として､1986年
から計4町村が行政主導で外国から妻を迎えたのをきっかけに､1989年
4月､最上地方8市町村で構成する最上広域市町村圏事務組合 (最上広
域)に国際交流センターを発足させた｡同センターは定住化促進のため
の事業や外国人妻-のケアなどが評価され､1994年度には ｢地域づくり
≡ 表彰｣で ｢国土庁長官賞｣に選ばれている(4)o
O
室 戸沢村でも､農業後継者の結婚問題が深刻化したのを椀に､国際結婚
･に本格的に取り組みはじめ､1989年度に国際交流事業として約400万円
の予算を立て企画調整課に担当職員を配置した｡当時姉妹都市の盟約を
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締結していたフィリピンのジェネラルトリアス市の女性に､村内の企莱
で一定期間研修をしてもらい､国際結婚に結び付けていく方法なども検
討されたが､実現には至らなかった｡1990年には行政仲立ちの形で､フ
ィリピンと韓国から7人の花嫁を迎えたが､1991年からは業者仲介の国
際結婚が増加し､1992年1月の統計ではフィリピン｡韓国･中国から18
人の外国人妻が戸沢村に住んでいたくヲ)｡1992年以降は数の変動は少なく､
当調査時の外国人妻数は合計21人である｡キムチの製造 ｡販売(6)､バン
プ-ダンス教室(7)など､地域住民とともに進めてきた活動も多く､行
政のケアが比較的進んだ自治体といえる｡
まず､調査対象を基本的属性別に示したのが表1である｡配布方法が
徹底できなかったため､年齢 ｡職業に偏りが見られる｡30代の勤め人を
中心とした住民の意識である事を考慮しながら､他の地域と比較しなが
ら考察していきたい｡同村出身者が67.8%と多く､92.6%が県内出身者
である｡調査対象者の海外渡航経験者は全体で30.1%､男性は38.1%で
ある｡｢外国人の友達｣を持っているのは､男性12.3%､女性20.2%と
女性のほうが多い｡戸沢村に住む外国人のほとんどが ｢外国人妻｣でめ
り､女性のほうが接する機会が多いためと考えられる｡
2 調査結果の分析
(1)国際結婚についての認知状況
外国人妻の数と出身地
外国人妻の数は､山形県全体では年 増々え続け､1994年12月の統計で
は875人を数えている(8)｡前述したように戸沢村では､現在21人の外国
人妻が生活している｡表2は､｢『山形県全体』と『戸沢村』とに何人く 三
〇
らいの外国人妻が住んでいると思うか｣である｡県については実際より 讐
かなり少なく感じている人が多く､100人以下が34.7%､300人以下が約
80%である｡平均人数は243人と､実際の数の約3分の1以下である｡
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表 1 調査対象者の概要
全体 男 女
午齢 ～20代 15.1 9.4 19.1
30代 42.5 46.9 39.3
40代 29.4 28.1 30.3
5代 85 109 67
60代 4.6 4.7 4.5
学磨 初等 26.0 17.5 32.5
中等 54.1 65.1 45.8
高等 19.9 17.5 21.7
出身 戸沢村 67.8 82.3 57.5
山形県内 24.8 6.5 37.9
山形県外 3.4 4,8 2.3
その他 4.0 6.5 2.3
職莱 勤め人 80.2 78.1 81.6
自営業 7.3 15,7 1.1
主婦 4.0 - 6.9
学生 .無職 .その他 8.6 6.3 10.3
紘敬 % 100 100 100(N-実数) (156) (65) (89)
*性別について (NA)- (2)
戸沢村については､20-24人が29.1%と最も多く､回答にばらつきが
あるが平均人数は25.1人で実際より多く思っている人も多い｡行政がほ
とんど関与していないA町では､｢町内に住んでいると思うむ外国人妻
の数｣が実際の半分以下と答えた人が過半数(9)を占めたことと比べる
と､戸沢村の行政が外国人妻定着のための事業を積極的に進めてきた結
果とも考えられる｡
外国人妻の出身地は､こちらが用意した国名の中から､複数回答で答
えてもらった｡実際の出身地である韓国 (97.4%) ｡フィリピン (95.5
%)｡中国 (69,0%)という回答が多く､その他にはアメリカ､マ レー
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表2 外国人妻の推定数
全体 男 女
山形県 -100 34.7 32.3 36.9
101-200 29.3 21.5 35.7
201-300 16.4 20.0 13.1
､301-400 4.0 6.2 2.4
401-500 0 0 0
501-600 6.0 7.7 4.8
601-,700 0.7 1.5 0
701 8 2,0 15 24
801-900 0.7 1.5 0
901-1000 2.0 1.5 2.4.
1001- 4.7 6.2 2.4
戸ー釈村 - 9 2.0 0 3.7
10-14 14.2 13.8 14.6
15-19 18.2 24.6 13.4
20-24 29.1 30.8 26.8
25-29 5.4 4.6 6.1
30-34 18.9 15.4 22.0
35-39 2.0 1.5 2.4
40-44 0.7 1.5 0
45-49 0 0 0
50- 9.5 7.7 ll.0
紘敬 % 100 100 100一(N). (56) (65) (89)
シア､タイ (3人)､ブラジル (1)､フランス､ ドイツ (1)があった｡
A町同様､国名については､正しい情報を得ている人が多い｡
国際結婚についての認知時期と方法
外国人妻についての認知時期は､5年以上前が68.8%と最も多く､3
年前までに94.8%､1年前までが26.0%である｡戸沢村は周辺地域と比
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較して外国人妻が来たのは遅く､厳密に言えば調査時の5年前には､こ
こや問題にしている ｢外国人妻｣はまだ戸沢村には来ていない｡しかし
周辺地域にはすでに嫁いでおり､調査時の5年前の1989年にはフィリピ
ンの姉妹都市から､日本語を学んでいる若い女性が､若者との交流のた
めに戸沢村を訪れてし)る｡国際結婚については早い時期から関心を持た
れ､｢かなり以前｣から来ていると感じている人が多い｡
外国人妻についての認知方法は､何年か前のことでもあり方法をひと
つに限定できない場合も考慮し､複数回答で答えてもらった｡｢近くに
きた｣が最も多く48.4%､｢家族｡友人から聞いた｣(34.2%)､｢村の広
報｣(14.2%)と続き､｢新聞｣(5.8%)､｢テレビ｡ラジオ｣(9.7%)が
比較的少ない｡その他の自由回答としては ｢知人が外国から嫁をもらっ
た｣などがあった｡
1986年の夏､戸沢村の隣村に10人の外国人妻がやってきている｡この
行政主体の国際結婚は当時論争の的となり､様々なマスコミを通じて級
じられた｡ここでの ｢近く｣とは､村内だけではなく､｢過疎と後継者
(嫁)不足｣という同じ問題を抱えた近郊ということなのかもしれない｡
(2)地域住民の意識
国際結婚にたいする印象
表3ほ､｢外国人妻についての 『初期 (はじめて知ったとき)』と 『現
在』との印象｣である｡｢初期｣は ｢仕方がない｣が44.7%と最も多い
が､｢現在｣は ｢仕方ない｣｢困ったことだ｣｢関係ない｣が減少し､｢い
いことだ｣と思っている人が､50.3%と､｢初期｣より20.7%増加して
いる｡
国際結婚の印象の理由としてあげてもらったもの (2つまでの複数回
答)を表4に見ると､｢いいことだ｣は ｢本人がよければいい｣が41.0
%と最も多い｡｢村が活気づく｣(36.1%)､｢若者が村に定着する｣
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表3 国際結婚の印象
全体 男 女
初期 いいことだ 29.6 29.0 29.2
仕方ない 44.7 43.5 46.1
困ったことだ 7.2 8.1 6.7
関､係ない 158 161 157
その他 2.6 3.2 2.2
覗荏 いいことだ 50.3 46.0 52.8
仕方ない 32.0 36.5■29.2
困ったことだ 3.9 3.2 4.5
関係ない 1 5 ll1 101
その他 3.3 3.2 3.4
(N) (156) (65) (89)
表4 国際結婚の印象 (理由)
いいことだ 仕方がない
本人がよければいい 41,0 本人が決めた事だ 66.7
若者が村に定着する 32.5 日本人との結婚は難しい 29.6
結婚しないよりいい 14.5 結婚しないよりいい 14.8
家を継ぐ子供ができる 15.7 家族を安心させるためだ 22.2
村が活気づく 36.1 国際化の時代だ 27.8
幸せな家庭を知らている 24.1
他の国のことがわかる 12.0
(N) (83) (N) (54)
(32.5%)など ｢村のため｣を考える人が多いことから､｢過疎と後継者
不足に悩む自治体の窮余の策としての行政主導の国際結婚(10)｣であった 9
ことがわかる｡｢国際結婚して幸やな家庭を知っている｣が25･3%あ り､
約4年間の外国人妻やその周囲の人達の努力の結果が地域住民の理解杏
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得られたとも考えられる｡
｢仕方ない｣理由では ｢本人が決めたことだから｣が66.7%と最も多
く､次いで ｢日本人との結婚は難しい｣(29･6%)｢国際化の時代だから｣
(27.8%)などがあげられている｡｢困ったことだ｣と思う理由 (複数
回答N-ll)は､｢言葉が通じない｣(5)､｢結婚して不幸になった人を
知っている｣(3)､｢文化 ｡風習が違う｣(2)､｢結婚の費用がかさむ｣
(2)､｢村の雰囲気が悪くなる｣(2)､｢結婚の方法に問題がある｣(1)
などがあった｡
具体的な記述として､｢仲良くできたらすばらしいと思った｣(30代 ｡
女)､｢知らない国-一人で来るなんてすごい｡勇気がいったのではない
か｣(30代 ｡女)､｢お嫁さんたちが頑張っているのセ好感を持っている｣
(30代 ｡女)､｢同じ村に住む人として長期にわたって親しく普通に接し
ていきたい｣(30代 ｡女)､｢お幸やに｣(20代 申女)､｢同じような国から
来ている人が増えて､心強くなったのではないか｣(30代 ｡女)､｢一生
懸命やっている人達には何とか応援したいと思う｣(40代 ｡女)､｢なか
なか相手がみつからない人にとって良きパートナーがみつかるから､人
生が明るくなる｣(30代 ｡男)､｢あまりいい感じは持たなかった｡不平
等感を持った｣(30代 ｡女).,｢なぜ､どうして｣(30代 ｡男)､Ir恋愛はい
いと思う (個人間)｡しかし､村でどうのこうのということは?｣(30代
｡男)､｢日本の結納金とちょっと違う金銭の動きがあるように思えるが､
両人とも "良し"とし､幸せならばいいことだ｣(30代 ｡男)などがあ
った｡調査対象が比較的若いこともあってか､相手が ｢外国人｣である
ことに対する反対ではなく､結婚の方法などにたいする批判が多い｡
外国人妻にたいするイメージ
外国人妻のイメージを測る方法として､ここではSD法 (Semantic
I)ifferentialMethod)を用いた｡質問は外国人妻のイメージを聞いたも
のだが､回答者の中には､その国自体のイメージや国際結婚に対するイ
8
国際結婚と地域社会 … 山形県での住民意識調査から(その2)- 松本 ･秋武
メ-ジを含めて答えている場合もあると考えられるので､その点も考慮
して見ていきたい｡
外国人妻に対するイメージ (図1)は ｢明るく｣(2.37)､｢好感がも
て｣(2.89)､｢働き者｣(2.91)である｡男性の持っているイメージは女
性に比べて､｢おだやか｣(男2.95一女3.06)で､｢信頼｣(2.94-3.07)
2.35 3.0 3.15
親しみやすい
明るい
慎重
おだやか
働きもの
好き
豊か
信頼できる
とっつきにくい
暗い
激しい
なまけもの
嫌い
貧しい
あてにならない
*数値は平均の値 - 平均 N-(186)
小一-一男 (65)
一一一一女 (89)
図1 外国人妻のイメー ジ (男女別)
外国人妻のイメージを測る方法として､SD紘(SemanticDifferential
Method)を用いた｡まず､8組の対になる形容詞を示して5段階法に
よる評価を求め､それぞれの結果に左側 (PositiveImage)の｢非常に｣
に1点､｢やや｣に2点､｢どちら-ともいえない｣に3点､右側(Nega-
tiveImage)の ｢やや｣に4点､｢非常に｣に5点のスコアを与え ｢回
答なし｣を除いて平均を求めた｡この場合､数値が低いほど肯定的な
イメージを持っているという事になる.
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できるが､｢豊か｣(3.12-2.85)とはいえない｡マスコミでアジアと日
本の経済格差などについて扱われることもあり､｢貧しい｣イメージは､
出身国のイメージと重なっているのかもしれない｡
(3)外国人妻や､その子ども達との交流
外国人妻との交涜について
表5､6は外国人妻との交流について聞いたものである｡表 5による
と98.0%が､外国人妻の姿をみており､73.2%が交流を持っている｡外
国人妻との社会的な距離 (衰 6)は､56.1%が ｢近所｣に､21.6%が ｢親
戚｣にいると答えており､外国人妻は村民にとってすでに ｢身近｣な存
在になっている｡
前述したように､同村では外国人妻の定住のための援助を早い時期か
らおこなっている｡韓国から嫁いだ女性らを中心に村の婦人会が進めて
いる ｢キムチづくり｣は､県内だけでなく首都圏を中心に北海道から鹿
児島まで販売されており､村民が外国人妻の活躍を知る梯会も多い｡
｢外国人妻が身近にいる場合､どうしたいか (表6)｣(2つまでの複
数回答)は､｢出身国の話を聞きたい｣(48.0%)､｢困ったことがあれば
助けてあげたい｣(47.3%)と半数近くの人が答えており､中でも ｢出
身国の話を聞きたい｣と答えた女性が57.0%と多い｡すでに外国人妻と
表5 外国人妻との交流 (1)
全体 男 女
見かけない 2.0 1.6 2.3
話したことがない 24.8 29.7 21.6
話したことがある 60.1 60.9 60.2
とても親しくしている 13.1 7.8 15.9
% 100 100 100
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表6 外国人妻との交流 (2)
(%)
全体 男 女
社∠ゝS的距離 近所にいる 56.1 49.2 61.2
同じ職場にいる 7.4 1.6 ll.8
友達がいる 8.1 7.9 8.2
親戚にいる 216 22 2
いない 22.3 31.7 15.3
交疏罪法 困ったとき助けたい 47.3 49.2 45.3
出身国の話を聞きたい 48.0 36.5 57.0
日本のことを教えたい 18.0 20.6 16.3
友人になりたい 13 127 140
特にない ･28.7 33.3 25.6
生港かこ必要な事 日本語を話せる 72.8 73.0 72.4
日本人のように行動する 19.2 17.5 20.7
花嫁さんが目立たない 0.7 0 1.1
活躍できる場ができる 57.6 57.1 57.5
花嫁さんの国の事を知る 27.8 30.2 26.4
できるだけ関わらない 1.3 0 2.3
村での居住 歓迎する 23.7 23.4 23.0
国際化の時代だから当然だ 47.4 43.8 50.6
外国人に必要だから仕方ない 1.3 1.6 1.1
日本人に必要だから仕方ない 28.3 26.6 29.9
国籍による 0 0 0
来て欲しくない 3.9 1.6 5.7
その他 3.3 6.3 1.1
｢話 したことがある｣人が73.2% (表 5)であることからも､地域 と外
国人妻 とは比較的自然な形で交流が始まっていると考えられる.その他 Z5
の意見としては､｢私たちの地域にも外国のお嫁 さんがいますが､PT
Aのバ レーや子 ども会行事にも参加 しているので､会話はまだ少ないが
11
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彼女なりに努力していると思います｡だいそれたことは考えていないが､
小さな事から役立ちたいと思い草す｣(30代 ｡女)､｢『積極的に』という
よりは､頼られればかかわ りたい｣(30代 ｡男)､｢要求があれば､それ
について何かします｣(30代 ｡男)などがあった｡
｢外国人妻が戸沢村で生活していくために大切なこと (表6)｣(2つ
までの複数回答)は､｢日本語を自由に話せるようになること｣が72.8
%と最も多く､次いで ｢活躍できる場が増えること｣が57.6%である｡
彼女たちが日本社会に慣れるに従って､子どもが成長するにつれて､そ
の活躍できる内容も変わるはずである｡常に新しい可能性を追求してい
きたいものである｡
自由回答としてほ､｢特別あっかいしない｡普通に扱う｣(30代 ｡女)､
｢外国の花嫁さんだと意識しないこと｣(10代 ｡女)､｢日本の習慣等知
りながら交流する｣(30代 ｡男)､｢排他的 ｡閉鎖的な偏見 ｡環境をなく
していく｣(30代 ｡男)､｢あまり古い地域性を強制したくない｡つまり､
個々の家々で改善すべき所は改善して､暖かく迎え入れる｣(30代 ｡男)､
｢花嫁さんの家庭の中で､地域に溶け込むような話し合いが､祖父 ｡祖
母を含めて必要だと思う｣(30代 ｡男)､｢花嫁さん自身のことをどう理
解していくか､周 りの受入れ態勢をどう作っていくか｣(30代●｡男)な
ど､受け入れる側の態度への言及が多かった｡
｢日本人のように行動するtと｣が19･2%ある｡この ｢日本人のよう
に｣は､受入れ側からすれば当然の発想かもしれないが､難しい問題を
はらんでいる｡山形県で日本語教育 ｡日本語指導者の育成に取 り組んで
いる柴田義助氏(ll)が次のように述べている｡｢私自身､花嫁たちの 『母
国語の保護』 ｡ 『母国の文化の尊重』等に留意して日本語教育に携わっ
吾 てきた｡母たちは､日本人社会に母国の文化が正当に評価されることを
顕っており､また､母の文化や言語を子に伝えたいという自然的要求を
抱いている｡本地域の花嫁のなかには､日本名 (通称名)を名乗るよう
12
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｢
に言われたり､母国の子守歌を歌うことを拒否されたりという状況下に
ある｡このような環境が子供達にどのような影響を与えるかが大きな問
題のように思う(12)｣｡
この問題は文化面だけでなく国籍ともかかわる｡1995年3月に山形県
庄内地方の藤島町で ｢世界について学ぶ会/国際結婚と地域の国際化｣
という催しがおこなわれ(13)､日本人男性と結婚して釆目した台湾出身の
女性が次のように語っていた.｢私は結婚して日本に来ることに決めた
とき､私は中国人だから日本国籍を取らないと決めた｡しかし､子どち
の戸籍を見たとき自分の名前が無いのがショックだった｡在留期間の更
新や台湾との往復のために入管に行くための時間を作るのが大変だっ
た｡考えた末､日本国籍取得の申請をした｡日本国籍を取得したとき夫
が 『それでもあなたは中国人だ』と言ってくれた｡｣
受入れ側が ｢日本人のように行動する｣ことを望んでいる限り､外国
人妻は ｢日本人妻の代わ り｣でしかないのではないか｡｢互いの違いを
認め学びあうこと｣は､受入れ側､妻双方に求められることである｡し
かし､これが容易でないことは言うまでもない｡いわゆる異文化理解､
異文化コミュニケーションの実践例として､この山形でよりよい方法を
導けないものだろうか｡
また､｢日本人のように行動｣することが､｢昔からの習慣に従うこと｣
だとすれば､日本人にとっても苦痛な場合もあるのではないか｡山形県
は3世帯同居率が全国1位であるが､家族の中での ｢家計や子どもの出
産の時期などの第2世代の生活全般についての決定権が､第1世代にあ
ることが多い｣という報告もある(14)0"嫁不足"の原因と合わせて考え
ていきたい問題である｡
九
｢戸沢村に外国人妻が住むことをどう思うか (表6)｣(2つまでの復 讐
数回答)では､｢国際化の時代だから当然だ｣(47.4%)､｢歓迎する｣(23.
7)･など外国人妻が戸沢村に住むことを好意的に受け止めている｡｢日本
13
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人にとって必要｣が28.3%で､｢外国人にとって必要｣(1.3%)を大き
く上回り､これまでの村の後継者不足の深刻さがうかがえる｡自由回答
としては ｢特別なものとは思わない｣(30代 ｡女)､｢個人の自由だし､
これからももっと国際色豊かになる｣(10代 ｡女)などがあった｡
外国人妻の子どもとの関わりについて
表7は ｢自分の子ども (孫)が､外国人妻の子どもと同じ学校だった
らどうしたいか｣を2つまでの複数回答で聞いたものである｡｢他の子
どもと同じように遊ばせたい｣が88.1%で最も多く､対して ｢お母さん
とは関わ りたくない｣と ｢子どもとも親とも関わ りたくない｣が合わせ
て1.4%と少なく､大多数が外国人妻やその子どもとの交流を望んでい
る｡ ｢勉強が遅れないように注意したい｣は女性で11.5%あるが､現在
までのところ外国人妻の子どもの学力や日本語能力が劣っているといラ
報告はない｡
早 くから国際結婚をおこなってきた地域では子ども達が学齢期に入 り
(15)､日本人間の子どもによる ｢いじめ｣が予想されたが､現在までのと
ころ ｢外人､外人｣とはやしたてられるなどのいじめは一過性のもので､
1週間程でなくなっているという｡一方戸沢村の隣の自治体では過疎に
よる若年層の減少のため､入学年度と学校によっては､日本人間の子ど
もの数より外国人妻との子どもの数の方が多いという現象も生じてい
表7 外国人妻の子どもとの交流
全体 男 女
できるだけ一緒に遊ばせたい 29.8 31.7 27.6
他の子供と同じように遊ばせたい 88.1 92.1 85.1
外国のことを親子で学びたい 35.1 30.2 39.1
子供は仕方ないがお母さんとは関わらない 0.7 0 1,1
勉強が遅れない様に注意したい 7.3 1.6 ll.5
子供とも親とも関わらない 0.7 0 1.1
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る｡山形県では最も早く国際結婚した女性の子どもたちが1995年度に小
学校 3年生になり､本当の ｢いじめ｣が始まるのはこれからなのかもし
れない(16)0
最上地方では､1994年3月に周辺市町村の保育所保母による ｢最上地
域における国際児の保育にかかる意見交換会｣を､｢保育担当者の方々
の体験を共有することによって､本地域における保育の国際化に対応し
得るための専門知識を得ること｡保育の現場において､蓄積された国際
児保育に関する知識 ｡経験を小学校教育の担当者の方々に学校教育め覗
場で生かしてもらうこと｣を目的として開催している(17)｡この意見交換
会では､食文化 ｡食習慣の違いに対する指導から母親とのコミュニケー
ションの仕方まで報告されている｡また1994年12月には山形県新庄市で
｢最上国際化シンポジウム｣が開かれ ｢保育 ｡教育に地域はどう取 り組
むのか｣について､これまでの実践に基づいた報告がなされた(18)0
外国人妻の ｢連れ子｣についても課題は多い｡地域によっては､実際
より年少の学年に転入させ､以後2､3年かけて飛び級によって年齢に
相当する学年まで進級させたり､算数などの積み重ねが必要な教科につ
いての個別指導が阻まれている所もある(19)0 ｢連れ子｣の場合､全く日
本語が理解できず､日本の学校生活についての知識がないまま小 ｡中学
校に通学し始めることになる｡飛び級によって学習の内容もクラスの衣
達も変わることになり､言葉の-ソディキャップ以外のストレスも加わ
ることが考えられる｡今後も外国人妻の ｢連れ子｣は増えることが予悲
され､緊急な対応が望まれる｡この問題は家族ぐるみで移住してくる中
国帰国者､また日系人労働者の子どもにも共通するものであり､こうし
た外国系の子どもをとりまく問題については､今後の研究の課題として 二
九
いきたい｡
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(4)住民意識の変化について
外国人妻との関係と住民意識の変化
外国人妻との関係を測るのに｢a交流経験｣(｢あなたは外国からの
花嫁さんと話 したことがあ りますか｣)と ｢b社会的距離｣(｢あなた
の身近に外国からの花嫁さんはいますか｣)の2つの尺度を用意 した｡
まず､｢a交流経験｣については ｢外国人妻を見かけたことがない｣
が少数 (3人)だったため､｢見かけたことはあるが､話 したことはな
い｣と合わせて ｢話 したことがない｣とした｡国際結婚について ｢はじ
めて聞いた時｣ と ｢現在｣との印象を ｢a交流経験｣ごとに表 8に見
ると､交流が多いほど国際結婚を丁いいことだ｣と考えている割合が多
く､｢話 したことがない｣(23.1%-35.1%)より､｢親しくしている｣(35.
0%-65.0%)ほ うが､国際結婚に対する印象がよくなっている｡また､
表8 国際結婚の印象 ･国際交流の充足度 (交涜経験別-1)
話したことがない話したことがある親しくしている
初期 いいことだ 23.1 31.5 35.0
仕方がない 51.3 40.2 50.0
困ったことだ 5.1 8.7 .5.0
関係ない 05 15,2 10
その他 0 4.3 0
覗荏 いいことだ 35.0 53.3 65.0
仕方がない 50.0 25.0 30.0
困ったことだ 2.5 5.4 0
関係ない 10 120
その他 2.5 4.3 0.
国際交流 充分行われている 27.5 44.0 57.9
充分とは.いえない 17.5 20.9 21.1
わからない 55 352 211
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交流が多いほど ｢戸沢村の国際交流｣が充分行われていると感じている
人が多く､外国人妻に対するイメージが肯定的になる傾向がある｡(図
2)
国際結婚が ｢いいことだ｣と思う理由 (2つまでの複数回答)を交流
経験別に表 9に見ると､｢話したことがない｣人は ｢本人がよければい
い｣(60.0%)､｢家を継ぐ子供ができる｣(51.3%)などの理由を挙げて
いるのに対して､｢親しくしている人がいる｣は ｢村が活気づく｣(53.8
%)に次いで､｢国際結婚をして幸せな家庭を知っている｣(46.2%)と
いった､自分の経験に基づく理由をあげている｡
次に ｢b 社会的距離｣別に表10に見ると ｢親戚にいる｣(28.1%-
2.00 3.00 4.00
親しみやすい
明るい
慎重
おだやか
働きもの
好き
豊か
信頼できる
2-.5′/I/′一ニ 4-:,-/ 巨3 9{,{ 一一-a
＼･1-3-,ヾ､ 0-く､､＼ ミ二､. .-i)0
-一賢二● I9十…ft′.研一l日1liI 95-
7-2--2.9-＼ヽ＼
27-6158- --Z-.95-
Ilや7-ちIl
∫lIJ:やQし き
- 親しくしている N- (41)
･一小話 したことがある (92)
一一一一話 したことがない (20)
図2 外国人妻のイメージ (交流経験別)
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表9 国際結婚を容認する理由 (交涜経験別-2)
話したことがない話したことがある親しくしている
本人がよければいい 60.0 40.0 38.5
若者が村に定着する 33.3 38.0 23.1
結婚しないよりいい 20.0 14.0 7.7
家を継ぐ子供ができる 51.3 22.0 7.7
村が活気づく 40.0 34.0 53.8
国際結婚して幸せな家庭を知っている 13.3 一24.0 46.2
他の国のことがわかる 13.3 14.0 7.7
表10 国際結婚の印象 ･行政の取組み (社会的距離別)
近所にいる同じ職場にいる友達がいる親戚にいる いない
初 ,期 いいことだ 29.6 18.2 33.3 28.1 27,3
仕方ない 42.0 36.4 41.7 53.1 45.5
困ったことだ 7.4 18.2 0 3.1 9.1
関係ない 185 273 167 156 18.2
その他 2.5 0 8.3 0 0
現衣 いいことだ 50.0 27.3 58.3 56.3 45.5
仕方ない 29.3 45.5 25.0. 31.3 39.4
困ったことだ 6.1 27.3 0 3.1 0
関係ない ll 0 94 1 2
その他 3.7 0 8.3 0 0
行-政の敬級衣 よくやつている 47.0 81.8 50.0 37.5 30.3
普通 31.3 0 50.0 40.6 48.5
足りない 19.3 0 0 21.9 10.3
その他 24 182 0 90
紘数 % lob 100 100 100 100
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56.3%)､｢友達がいる｣(33.3%.-58.3%)が国際結婚に対する印象が
よくなっており､｢職場にいる｣の81.8%が二｢行政の外国人妻-のサー
ビス｣を ｢よくやっている｣と答えている｡これは同村の日本語教室が
通常の勤務時間内に行われているためとも考えられる｡また ｢職場にい
る｣はポジティブ｡ネガティブともに強いイメージをもっている(図3)0
｢b 社会的距離｣については､｢a 交流経験｣のように外国人妻と
の距離だけでは説明できない部分もある｡
1.5 2.5 3.0 3.5
親しみやすい
明るい
慎重
おだやか
働きもの
好き
豊か
信頼できる
とっつきにくい
暗い
なまけもの
嫌い
貧しい
あてにならない
- 近所にいる (83)
1----職場にいる (ll)
一･一親戚にいる (32)
一一一一友だちにいる (12)
- いない (33)
図3 外国人妻のイメージ (社会的距離別)
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初期と現在の住民意識の変化
表 3では､国際結婚の初期と現在の印象について述べたが､ここでは､
それらの相関をみていきたい｡表11は､はじめと現在の国際結婚に対す
る印象の変化である｡変化があった人は､.当初 ｢困ったことだ｣が ｢仕
方ない｣と消極的な賛成に変わ り (45.5%)､｢仕方ない｣と消極的に賛
成していた人が､現在は ｢いいことだ｣と積極的に賛成する (47.1%)
度合いが大きい｡｢自分とは関係ない｣と思っていた人は､｢いいことだ｣
に12.5%､｢仕方がない｣に16.7%変化しており､国際結婚に対する評
価は全般的に好転している｡最も多い ｢はじめ :国際結婚は仕方ないと
思った｣人のうち ｢はじめ :仕方ない｣- ｢現在 :いいことだ｣と ｢現
荏 :仕方ない｣の2つについて注目し､それぞれ ｢変化のあったグルー
プ｣と ｢変化のないグループ｣として見ていきたい｡
｢変化があったグループ｣のほうが外国との交流会についで 情報を多
く得ている懐向があり (表12)､｢国際交流についての充足度｣も比較的
高い (変化あり48.4%､変化なし35.3)i｢外国人妻の認知方法｣は ｢近
くに来た｣(変化あり53.1､変化なし60.0)に次いで､｢変化のないグルー
プ｣は ｢家族 ｡友人｣(34.3%)が続くのに対して､｢変化のあったグルー
プ｣は ｢家族 ｡友人｣｢村の広報｣(21.9%)が多い｡
裏目 国際結婚の印象の変化
初 期
いい事だと思った仕方がないと思った困った事だと思った関係ないと思った
覗荏 いいことだ 86.7 47.1 18.2 12.5
仕方がない ll.1 51.5 45.5 16.7
困ったことだ 0 0 36.4 8.3
関係ない 2.2 1.5 0 58.3
紘数 % 100 100 100 100
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表12 国際交流への関心 (印象の変化別-1)
印象の変化あり印象の変化なし
交響フ言霊蒜 日韓児童交流について知っている 56.7 37.1
日韓友好の村について知っている 46.7 22.9
フィリピンの姉妹都市について知つ七いる 81
表13 外国人妻との交流 (印象の変化別-2)
印象の変化あり 印象の変化なし
交撹方法 困ったとき助けたい 54.8 50.0
出身国の話を聞きたい 64.5 41.2
日本のことを教えたい 29.0 ll.9
友人になりたい 9.7◆ 5.9
特にない 16.1 29.4
坐宿に必要な辛 日本語を話せる 63.3 70.6
日本人のように行動する 13.3 20.6
花嫁さんが目立たない 0 0
･活躍できる場ができる 80,0 52.0
花嫁さんの国の事を知る 33.3 26.5
できるだけ関わらない 0
表13に ｢外国人妻との交流｣を見ていくと､｢変化のあったグループ｣
は､｢出身国の話を聞きたい｣｢日本の事を教えたい｣など積極的な懐向
があ り､外国人妻が戸沢村で生活していくためには ｢外国人妻たちが宿
躍できる場が増える｣(80.0%)ことを重要と考えている｡2つのグルー
プの外国人妻にたいするイメージを比べると､｢変化あり｣のほうが､
外国人妻にたいしポジティブイメージが強い (図4)0
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図4 外国人妻のイメージ (印象の変化別)
(5) 村の国際交涜について
人権問題について
山形県では他の東北地方と同様これまで ｢人権問題｣について語られ
ることが少なく､学校教育のなかでも､体系的に取り上げられることは
少なカ.､った｡しかし､今後国際結婚や村の国際化によって外国人の居住
二 率が高くなり､多様な人間｡文化が共存していく場合､人権問題につい
A
重 て正しい知識をもち､柔軟に対応できる人権感覚が要求される｡
図5は一般的な人権問題にたいする意識である｡｢b 地方公務員に
なれない｣は､県内の市町村によっては日本国籍がなくても一部の職種
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に限り受験を認められているが(20)､戸沢村では認められていないためこ
の質問項目を使った｡しかし､誤解を生じる｡広める質問内容であるの
で､今後の調査では検討したい｡｢甲子園大会｣については､｢不平等｣
と ｢かわいそう｣とをあわせると72.9%､｢選挙権がない｣､｢地方公務
員｣についても約半数が同情的である｡｢外国人登録証の携帯義務｣に
ついては ｢当然だ｣と ｢仕方ない｣を合わせるとが44.3%が容認してい
る(21)0 ｢外国人登録証の所持｣については､日本人と外国人を区別する
象徴的な意味があるのかもしれないし､それをわずらわしいことと想像
する人が少ないのかもしれない｡日本人がふだん財布と一緒に運転免許
証を持ち歩いているような感じであろうか｡
国際交流について
表14は ｢戸沢村の国際交流｣全般の充足度について､.表15は ｢戸沢村
の国際交流は何によって深められると思うか｣を2つまでの複数回答で
聞いたものである｡｢充分である｣が40.4%で､｢充分でない｣の19.9%
を大きく上回っている｡今後は ｢研修生の受入れ｣(47.2%)､｢村の文
化人の交流｣(32.6%)､｢芸術 ｡スポーツの交流｣(32.6%)､｢国際結婚
が増えること｣(29.2%)によって深められると考えている｡
0 100(%)
選挙権がない
地方公務員になれない
外国人学校の生徒は甲
子園大会に出られない
いつでも外国人登録証をも
っていなくてはならない
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図5 日本に住む外国人は､日本に永住しようとしている場合でも､次の
ように定められています｡あなたはどう思いますか｡ 23
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表14 村の国際交流 (1)
全体 男 女
充足皮 充分行われている 40.4 33,8 44.9
充分とはいえない 19.9 21.5 19.1
わからない 378 4.1 337
紘敬 % 100 100 100
表15 村の国際交流 (2)
全体 男 女
国際衣疏の方汰 文化人の交流 32.6 27._9 36.6
海外留学 18.1 21.3 15.9
芸術.スポーツ 32.6 34.4 31.7
海外旅行 7.6 13.1 3.7
研修生 47.2 50.8 45.1
国際結婚 29.2 19.7 35.4
外国 労働者 139 82 183
その他 2.8 6.6 0
自由回答としてほ､｢一部の人でない交流｣(40代 ｡女)(50代 ｡男)､
｢ホームステイを増やす｣(20代 ｡女)(50代 ｡女)､｢国際交流に参加し
て友達をつくりたい｣(40代 ｡･女)､｢行政指導の中からでも､草の根的
交流に発展すれば｣(30代 ｡男)､｢もっと多くの人が戸沢村にいる外国
人の人達と交流できる場を作ってもらったら､お互いにうれしいことだ
と思います｣(30代 ｡女)､｢今後とも行政 ｡諸団体が協力しながら国際
A
三 交流の場を充実したものにしてもらいたい｣(30代 ｡男)(60代 ｡女)(60代
｡男)､｢村で無理にやらせてもだめ｣(30代 ｡男)､｢国際交流も大事だ
と思うが､国内◎村内の事をもっと強めていく方がいい｣(50代 ｡女)､
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｢海外で活動すると世界の中の戸沢村を外から見ることができる｣(30
代 ｡男)､｢英語教育の見直し｣(40代 ｡女)(30代 ¢男)などがあった｡
行政の関わり方について
図6は地域住民の行政に対する評価であるが､｢外国人妻にたいする
サービス｣を ｢よくやっている｣としている人が多く44.2%である｡
｢外国人妻にたいするサービス｣についての自由回答として､｢(外国
人秦の)世話をしても結構ですが程々に｣(40代 ｡男)､｢あまりに大げ
さだと思います｡住民と同じレベルでいいのでは !｣(40代 ｡女)､｢外
国の花嫁も大切ですが､日本の花嫁も大切にしてほしい｣(30代 ｡女)､
｢村の事業としてキムチ作 りを止めてほしい｣(30代 ｡女)､｢日本人の
お嫁さんのほうが取 り残されそう｣(40代 ｡女)､｢外国からの花嫁にた
いするサービスってどんなサービス?｣(30代 ｡男)などがあった｡
外国人妻にたいする行政のケアが比較的進んでいる地域だけに､｢や
り過ぎ｣であると思っている住民もいる｡外国人も同じ村の住民として､
日本人と同じだけのサービスを受けられるべきであり､その前提となる､
言語 ｡文化の違いを克服するための行政のケアは今後も必要であろう0
また､｢日本人のお嫁さんが取 り残される｣とすれば､それは外国人
よくやっている 普 通 足りない NAI
0% 100%
地場産業の
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図6 あなたは戸沢村の行政をどう思いますか｡
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妻にではなく､日本人社会の側に問題があるとも言え､地域住民が何を
｢やり過ぎ｣だと感じ､不満か羊思っているかを解明していく必要があるO
同地域については､これまでの施策を評価するとともに､日本人との共
存のあり方を再検討する時期を迎えているのかもしれない｡
3 結 語
本調査では､行政が主体となって外国人妻に援助を続けてきた最上地
方の村の住民が､外国人妻をどう受入れ､今後どんな関係を作ろうとし
ているかを明らかにしようとした｡
その結果 ｢外国人妻との交流｣は ｢国際結婚の印象｣や ｢外国人妻-
の対応｣だけではなく､｢国際交流全般への対応｣とも関わりが大きい
ことが分かった｡また､｢国際結婚｣は個人的なことがらであると同時
に ｢日本人のため｣｢村のため｣であり､行政の取り組みが住民の意識
に与える影蜜は大きい｡
この調査を通じて感じた次の3つの点については､今後の課題または
留意点としていきたい｡まず､｢国際児(22)｣とも呼ばれる ｢外国人妻の
子ども｣の問題ゼある01994年の外国人医療情報センターの調査による
と､外国人妻の75%が子どもの小学校入学に ｢不安｣を感じている(23)0
外国人妻の子どもたちが通う保育園や小学校の対応にも差がある｡今後
は｢いじめ｣など目にみえる乳擦だけでなく､子どものアイデンティテ
ィーなど心の問題についても注目していきたい｡
第2に､ここでは ｢外国人妻｣とひとまとめにしてきたが､その数の
増加に伴い結婚方法 ｡生活形態 ｡家族形態 ｡国籍 ｡性格などから同じ基
= 盤で考えられないケースが増えているく24)｡外国人妻へのインタビューの
八
こ 結果も考慮しながら ｢外国人妻｣についてとらえ直していきたい0
第3に､住民の特に30代を中心とした女性たちの反応である｡自由回
答のなかで､｢外国からの花嫁ばかり取り上げないで､日本人の花嫁も
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大切にして｣という意見が多く､外国人妻についてのイメージも否定的
だった｡相対的不満というとらえ方もできるが､外国人妻たちが今後最
も接する機会の多い層であり､今後も注目していきたい｡
調査の回答者に偏りがあり､サンプル数も質問項目も少なかったが､
住民の意識は大まかにではあるが把握できた｡今後は先にあげた留意点
を考慮して対象地域を広げ､研究を進めていきたい｡
※本調査は秋武が1994年度科学研究費補助金 ｢奨励研究 (B)｣の交付
を受け実施し､松本と共同で分析､執筆したものである｡
(1)松本邦彦 ･秋武部位 ｢国際結婚と地域社会 :山形県での住民意識調査から (そ
の1)｣『山形大学法政論叢』創刊号126頁～160頁 (1994年)0
(2)ここでは､｢日本国籍を持ち､日本語を第-言語とするもの｣を､日本人と考
える｡
(3)｢外国人妻｣のほか､｢外国人花嫁｣｢外国人配偶者｣｢定住配偶者｣等いくつか
の名称があるが､どれを用いるかは論議のあるところである｡｢外国人花嫁｣は
もっとも広範に､また一般的に用いられているようだが､小学生の子どもがい
る人まで ｢花嫁｣というのは実態にそぐわないし､｢嫁にきた-家に入った｣イ
メージは男女に対等なものではないだろう (それ自体が考察の対象であるが)0
本稿で用いた ｢外国人妻｣にしても､本来多面的な 人`間"の一面を便宜的に
あらわしたにすぎない｡
(4)山形県最上地方は最上広域の国際交流センターを中心として各市町村が定住外
国人支援に積極的な地域である｡詳細は､松本がおこない本号に掲載している
｢調査報告/外国系住民に対する山形県内自治体事業調査｣に譲るが､戸沢村で
も行政主催の ｢日本語教室｣はじめ､｢ビザ手続き等に関する支援｣､｢韓国キム
チ特産化に対する助成｣､｢保健婦による母子健康相談｣､｢国際児の保育に関す
る意見交換会｣などをおこなっている｡
(5)｢最上地域の国際結婚状況調書 (平成5年9月末日現在)｣(最上広域国際交流
センター)o
(6)｢日韓交流キムチ｣は韓国出身の外国人妻が指導にあたり､1993年から村の商
工会婦人部国際交流事業部が中心となって生産し､首都圏などを中心に販売さ
れている｡
(7)バンプ-ダンスは竹竿を使ってステップを踏むフィリピンの伝統舞踊 (フィt) ○＼J■
ピソ語でティニクリソ:Tinikling)0 1993年､当時同村にいた6人のフィリピ
ン人妻が ｢自分たちの文化を知ってほしい｣と体験学習会を開いた｡
(8)｢在住外国人状況調査 (1994年12月末現在)｣(山形県企画調整部企画調整課国
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際室提供)｡また地方ごと市町村ごとの増加状況は､前掲松本論文および同 ｢山
形県内在住外国人の概況について｣(『山形の社会経済』8号
定)も参照されたい｡
〔㌍95年〕掲載予
(9)A町では調査当時23人の外国人妻が住んでいたが､10人以下だと思うのが45.5
%､20人以下が78.5%､20人代と答えたのが9.9%であった (注1参照)0
(10)1986年頃からの最上の状況について参照､寺内恵一 ｢フィリピーチ/花嫁とし
ての8年｣『まなぶ』(労働大学刊)429号 (1994年9月号)15頁～17頁｡
(ll)新庄コソビュータ専門学校講師｡山形県最上地方を中心に､日本語教育 ･国際
結婚家族の権利保障などのために尽力中｡
(12)｢戸沢村における国際児の保育に関する意見交換会｣(1994年4月)での報告か
ら｡
(13)1995年3月5日 (日)､藤島町教育委員会と同町立中央公民館の主催で､同公
民館にておこなわれた｡
(14)小笠原浩一『｢高齢化問題｣から ｢手づくりの地域戦略｣へ (自治総研ブック
レット40)』(地方自治総合研究所､1993年)20頁｡
(15)｢最上地区に定住する外国人花嫁の子弟調査について｣(最上広域､1993年)0
(16)桑山紀彦氏 (JVC山形事務局長､外国人医療センタ 長ー)の ｢置賜を開く女
たちの集い｣(1995年3月)での報告から｡
(17)1994年3月16日開催｡会議録は 『最上の子たちのすこやかな成長を願って』と
して同年6月刊｡また､戸沢村独自としては､1994年4月に ｢戸沢村における
国際児の保育に関する意見交換会｣をおこなっている｡
(18)最上広域と山形県最上地方事務所の主催でおこなわれた｡報告書は 『最上国際
化シンポジウム:進む国際化 ･変わり始めた最上』(最上広域編集 ･発行､1995
年3月)0
(19)こうした柔軟な措置の根拠としては､｢連れ子｣が外国籍の場合には ｢教育基
本法｣｢学校教育法｣が適用されないという解釈がある(ただしその場合でも｢国
際人権規約｣の規定によって初等教育を受ける権利はある)｡先の ｢最上国際化
シンポジウム｣でも､この点で質疑応答があった (前掲報告書56頁～58頁)｡他
には養護教諭が担当している場合もあるが､いずれにせよ応急の対応でしかな
い｡
(20)前掲松本論文での調査結果参照｡
(21)A町の調査でも同様の傾向がみられた｡｢外国人登録証の携帯義務｣について
｢当然だ｣(19.7%)､｢仕方がない｣(41.2%)｡前掲論文 (注1)参照｡
義 (22)最上広域等で使われている呼称｡｢外国籍児｣(父母の双方が外国籍)と区別し＼-I-
て､｢父母の一方が外国籍で､他方が日本国籍の両親を持つ子ども｣の意で用い
られている｡
(23)朝日新聞 (山形版)1994年4月5日付記事 ｢｢外国人花嫁｣子供の小学校入学
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に75% ｢不安｣/教育は先生に期待｣参照｡
(24)最上の外国人妻を対象とした調査としては､共立女子短期大学の植木武氏らの
もの (中間報告が前掲 『最上国際化シンポジウム』にて発表された)､明治大学
の中浮進之右氏によるもの (山形新聞1995年 6月5日付記事 ｢外国人花嫁こん
な悩み/最上地方｣参照)があるが､他にも多種多様な調査があると思われる｡
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